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概要
このドキュメントでは、Cisco Jabber for Windowsバージョン9.7で常設チャットを設定する方法について説明します。
前提条件
要件
次の項目に関する知識があることが推奨されます。
- Jabber for Windows(現時点では、Jabber for Windowsを使用して常設チャットルームを作成することはできません)。
- ルームの追加/作成に使用される最新バージョンのCisco Unified Personal Communicator(CUPC)
- IMおよびCisco Unified Presenceバージョン10.x
- Cisco Unified Call Manager(CUCM)バージョン10.x
- PostgreSQLバージョン9.1.13
使用するコンポーネント
このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。
- Jabber for Windowsバージョン9.7(現時点では、Jabber for Windowsを使用して常設チャットルームを作成することはできません)
- CUPCバージョン8.6.3以降。ルームの追加/作成に使用されます。
- IMおよびCisco Unified Presenceバージョン10.x
- CUCM バージョン 10.x
- PostgreSQLバージョン9.1.13
このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このドキュメントで使用するすべてのデバイスは、初期(デフォルト)設定の状態から起動しています。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的な影響について確実に理解しておく必要があります。
設定
常設チャットを設定するには、次の手順を実行します。
- 外部データベース(DB)サーバを追加します。このシナリオでは、外部DBにPostGreSQLサーバが使用されます。詳細は、『Cisco Unified Presence Server PostgreSQL外部データベースとコンプライアンスの設定例』を参照してください。
- [IM and Cisco Unified Presence administration]ページに移動し、[Messaging]に移動して、[Group Chat]および[Persistent Chat]をクリックします。
- [Persistent Chat Database Assignment]セクションで、作成した外部DB参照を追加します。

- [Save]をクリックし、適切なサービスが再起動されていることを確認します。最も重要なのは、Cisco XCP Text Conference Managerをアクティブにして起動することです。また、XCP Message Archiverが開始されていることを確認します。
- このXML情報をjabber-config.xmlファイルに追加して、常設チャットが有効になっており、[チャットルーム(Chat Room)]オプションがJabber画面に表示されるようにする。
<Client>
<Persistent_Chat_Enabled>true</Persistent_Chat_Enabled>
</Client>
JabberファイルをXMLコードで更新して再起動すると、このアイコンが[Jabber]画面に表示されます。つまり、常設チャットが有効になります。

- このシナリオでは、常設チャットルームを追加するためにCUPCクライアントが使用されます。CUPCで新しい部屋を追加するには、次の手順を実行します。
- [部屋]をクリックします。

- [新しいチャットルーム]をクリックします。..

- [Room Name]と[Subject]を入力し、[Invite]をクリックします。

- Jabberで、作成したチャットルームをクリックし、[All rooms]タブをクリックして、[Refresh]をクリックします。作成した新しいルームが表示されます。

常設チャットセッションに招待されると、次のような通知ポップアップが表示されます。

確認
ここでは、設定が正常に機能しているかどうかを確認します。
通知ポップアップで[Enter]をクリックします。Jabberが正しく設定されている場合は、メインルーム画面が表示され、ルーム内の会話に参加できます。

トラブルシュート
現在、この設定に関する特定のトラブルシューティング情報はありません。